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二
つ
の
鉄
道
と
旅
石
引
込
線

　

海
軍
炭
鉱
・
国
鉄
炭
鉱
の
遺
跡
群
（
８
）

121121

宇
美
の
十
駅
。
酒
殿
か
ら
の
分
岐
線
に
は
志
免
・

旅
石
の
二
駅
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
海
軍
炭

鉱
の
石
炭
運
送
が
目
的
で
乗
客
は
取
り
扱
わ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
筑
前
参
宮
鉄
道
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
宇

美
八
幡
宮
参
拝
者
の
便
宜
を
図
っ
た
も
の
で
す
が
、

石
炭
運
送
も
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
吉

塚
・
宇
美
間
に
亀
山
・
南
里
・
新
志
免
（
博
多
湾

鉄
道
志
免
駅
に
隣
接
）・
下
宇
美
・
上
宇
美
・
筑

前
勝
田
の
六
駅
が
あ
り
ま
し
た
。

　

志
免
駅
は
明
治
四
十
二
年
八
月
、
旅
石
駅
は
大

正
四
年
三
月
、
新
志
免
駅
は
大
正
八
年
九
月
に
開

駅
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
い
ず
れ
も
廃
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

地
図
１
は
『
志
鉱
研
究
』
第
二
七
号
（
志
鉱
技

術
研
究
会
発
行
）
の
付
図
で
、
酒
殿
駅
か
ら
旅
石

駅
へ
の
分
岐
線
が
「
貨
物
引
込
線
」
と
し
て
描
か

　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
発
行
の
『
糟
屋
郡

志
』
の
鉄
道
の
項
は
、
九
州
鉄
道
、
博
多
湾
鉄
道
、

筑
前
参
宮
鉄
道
の
三
つ
の
会
社
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。
当
時
、
九
州
鉄
道
は
省
線
鹿
児
島
本
線
と

篠
栗
支
線
（
現
・
福
北
ゆ
た
か
線
）
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
九
州
鉄
道
は
国
有
化
さ
れ
、
鉄
道
省
の

意
味
で
「
省
線
」
と
呼
ん
だ
の
で
す
。

　

博
多
湾
鉄
道
が
現
在
の
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
で
、
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
五
月
着
工
、
三
十
七
年

一
月
一
日
に
西
戸
崎
・
須
恵
間
が
竣
工
、
三
十
八

年
十
二
月
ま
で
に
須
恵
・
新
原
・
宇
美
間
が
開
通

し
、
四
十
二
年
八
月
か
ら
大
正
四
年
三
月
の
間
に
、

酒
殿
・
旅
石
間
の
分
岐
線
が
開
通
し
ま
し
た
。『
糟

屋
郡
志
』
は
「
全
線
十
マ
イ
ル
、
こ
と
ご
と
く
本

郡
内
に
あ
り
。
駅
数
十
二
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

本
線
に
西
戸
崎
・
奈
多
・
和
白
・
香
椎
・
土
井
・

伊
賀
（
長
者
原
駅
を
改
称
）・
酒
殿
・
須
恵
・
新
原
・

れ
て
い
ま
す
。
地
図
２
は
須
恵
村
の
村
勢
要
覧
の

図
で
旅
石
駅
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（『
須
恵
町
誌
』

二
七
七
頁
）。
写
真
１
は
福
岡
ル
ク
ル
側
か
ら
五

坑
ボ
タ
山
方
向
に
引
込
線
の
橋
脚
跡
を
写
し
ま
し

た
。
志
免
鉄
道
公
園
の
東
側
を
経
て
、
ニ
ュ
ー
ラ

イ
フ
須
恵
・
須
恵
第
三
小
学
校
へ
と
続
く
一
本
道

が
旅
石
駅
付
近
の
廃
線
跡
に
な
り
ま
す
。

　

写
真
２
は
地
図
２
に
書
き
込
ま
れ
た
海
軍
第
六

坑
の
坑
口
で
す
（
出
典
は
『
国
鉄
志
免
炭
鉱
売
山

反
対　

闘
争
写
真
集
』
国
鉄
労
組
門
司
地
方
本
部

志
免
支
部
情
宣
部
発
行
）。
横
書
き
で
右
か
ら
左

に
「
海
軍
炭
山
」、
縦
書
き
で
「
第
六
坑
」
と
書

か
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
見
え
ま
す
。
第
六
坑
跡
、
旅

石
駅
跡
、
引
込
線
跡
な
ど
、
須
恵
町
内
の
遺
跡
に

は
い
ず
れ
も
記
念
碑
や
説
明
板
が
な
く
、
昔
の
姿

を
想
像
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
の
は
残
念
で
す
。

地図１

地図２

写真１

写真２


